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　未来の科学者賞は、岡崎市教育委員会が主催する岡崎市小中学校理科作品展に出展された自由
研究課題の中から、着眼点の面白さや独創性に優れた作品を、3研究所に所属する研究者の視点
から選出しているものです。
今年度の岡崎市小中学校理科作品展は10月9日（土）に総合学習センターで開催されました。前
日に開催された選考会にて、小学生６名、中学生４名の計10名の受賞を決定し、賞の授与につい
ては各小中学校で行われました。
　受賞した作品は、いずれも着眼点が面白く独創的な上、真摯に自分のテーマと向き合った意欲
作で、まさしく「未来の科学者」の名に恥じることなく個々に将来性を感じる素晴らしい作品ば
かりでした。
　岡崎市を未来の科学の町に、という岡崎市教育委員会の思いを受け、未来の科学者は順調に育
っています。
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　2021年7月6日に村田 和義 特任教授による

出前授業が岡崎市立葵中学校で行われました。

　村田特任教授は、電子顕微鏡を用いてウイ

ルスの構造についての研究をしています。

　授業では、ウイルスと細菌の違いについて

の説明のほか、ウイルスの大きさやかたちな

どについて、多面体の模型を見せながら話を

しました。また、ワクチンやパンデミックな

ど新型コロナウイルスに関連する話題につい

て、生徒の皆さんからの質問を交えながら説明しました。

　授業を受けた生徒の皆さんは、ウイルスの種類の多さ

や、とても小さいことに驚き、興味を持ったようでした。

また、ウイルスについてもっと調べてみたいといった声も

多く聞かれました。

岡崎市立葵中学校
生命創成探究センター/生理学研究所　村田 和義 特任教授

むらた かずよし

コロナウイルス、他のウイルスが流行っている中でこ
んな感じに研究をしている人がいる事を知り、もっと
ウイルスに興味が高まりました。特に僕が気になった
ことは、ウイルスの構造で生活に活かされていたこと
があり、もっと身近にあるもので調べてみたいと思い
ました。トーキョーウイルス、ピソウイルスなど自分が
知らないものがあったので、調べてみたいです。

毛利 和樹

今まで科学には全然興味が無かったけれど、今回の授
業を受けて、少しずつ科学への興味がわき、他にはどん
なことを研究しているのかもっと知りたいと思いまし
た。話はすごく難しかったけれど、1つ1つの言葉の意味
もしっかり教えてくれたし、物を使って説明をしてくれ
てとても分かりやすかったです。今はまだ、コロナもま
だまだ流行っているし、これからもまだ続くと思うの
で、少しでもウイルスのことを知ることができ、良かっ
たです。これからはこの授業で学んだことをしっかり活
かせるように、生活していきたいなと思います。

浦中 璃央

今、とても流行しているコロナウイルスについて、自分
が疑問に思っていることを全て教えてくれた授業だっ
たと思った。将来科学だけに限らず、たくさんの人の役
に立てるような大人になって僕達みたいな子供にこう
いうことを教えてあげたいと思った。本当にありがと
うございました。

森田 晃史郎

村田先生の授業を受けて ～岡崎市立葵中学校1年生 生徒さんの感想～

岡崎市立葵中学校

ウイルスのかたち

◆タンパク質分子からウイルス粒子まで多様な試料を扱う

　村田特任教授は電子顕微鏡（図1）の専門家で、生体分子やウイルス
粒子など多様な試料の構造を観察しています。
　かつての電子顕微鏡は電子線によって試料が損傷したり、試料が電子
の照射によって動いたりするため、タンパク質の構造研究のような原子レ
ベルでの画像解析には向きませんでした。それが液体窒素で冷却しなが
ら電子線を照射するクライオ電子顕微鏡（低温電子顕微鏡）の発明で変
化しました。さらに2010年代にカメラが高性能化し、新しい画像処理、
解析方法などが開発されたことによってデータの高分解能化が一挙に進
んで、科学研究における重要性が急速に増しています。2017年には低
温電子顕微鏡の発明や開発に携わった3名の科学者がノーベル化学賞
を受賞しました。「近年、新規に解かれたタンパク質構造を登録するプロ
テインデータバンクには、低温電子顕微鏡で明らかになった構造がどん
どん追加されています」（村田特任教授）
　日本では様々な低温電子顕微鏡を持つ研究施設がネットワークを作っ
ていて、村田特任教授は、観察を希望する国内外の研究者とともに共同
で研究を行っています。

◆ノロウイルスは環境によって構造が変化していた

　現在、村田特任教授が特に力を入れているのがウイルスの構造解析
です。「ウイルスは生物ではないものの、生物に感染して生物のように振
る舞います。その鍵がウイルスの構造に隠されています。」
　昨年には、ノロウイルスが2通りの構造を持ち、環境によってその構造
が切り替わることを発見しました。ノロウイルスは胃腸炎を起こすウイル
スで、日本では年間に約1万人が感染します。ただし、実験室で増殖させ
ることが難しく、これまでその構造もあまりわかっていませんでした。
　村田特任教授らは、マウスに感染するノロウイルスが図2・図3のように
主に酸性条件下ではAタイプ、アルカリ性条件下ではBタイプの構造をと
ることを低温電子顕微鏡による観察から見つけました。この2つのタイプは
外殻と内殻のすき間の大きさが異なります。また、Aタイプに比べてBタイ
プは細胞に感染させた場合に、細胞の表面に吸着しにくく、増殖も遅いこ
とがわかりました。ヒトに感染するノロウイルスの殻を使った実験でも同様
の結果が出ました。「ノロウイルスは免疫で排除されるのを避けるため、ま
ず感染力が低い構造（Bタイプ）で体内に入り、胃酸などによって感染力の
高いAタイプに変化して標的となる小腸の細胞に感染するのではないか」
と村田特任教授は話します。このようなウイルスの構造変化のしくみが詳
しくわかれば、治療薬やワクチンの開発に結びつくかもしれません。

　ほかには、今世紀に入ってから次々と新種が発見されている巨大ウイ
ルスの構造解析も手がけています。
　「通常我々が知るウイルスは植物の種のような状態で、生物に感染し
て初めて活動が活発になります。ただ、この感染の時期は“暗黒期”と呼
ばれ、ウイルスが見えなくなるのです。その“暗黒期”に何が起こっている
のかを、新しい方法を開発して見てみたい。」
　生命創成探究センターでは、この秋に新しい低温電子顕微鏡が稼働し
ます。村田特任教授の“世界の誰も見たことがないものを見る”挑戦に、
ますます期待がかかります。

低温電子顕微鏡で、
世界の誰も見たことがない“構造”を可視化する

現在、研究室で稼働する低温電子顕微鏡。円柱部分の中央（矢印）に凍結した試料を入れたとこ
ろ。この試料に上部から電子線が照射される。

図1

マウスのノロウイルスの構造。酸性環境下では
外殻と内殻の間が詰まっているAタイプ、アル
カリ性環境下ではすき間があるBタイプになっ
ていた（上図）。増殖速度はAタイプがBタイプ
よりも速いことがわかった（下図）。

図2

ノロウイルスは、細胞に吸着しにくいBタイプ
の構造をとってマウスやヒトの体内に入ること
で免疫からの攻撃を逃れ、その後、胃酸など
の影響を受けて外殻の形が異なるAタイプに
変化して小腸で感染することが示唆された。

図3

（取材・構成　サイエンスライター　小島あゆみ）

村田先生の
研究内容

村田先生の
出前授業

　高校生の時は文系でしたが、受験勉強での暗記ものの多さに挫折し、日々変化する科学の世界なら
そんなに暗記しなくてもよいだろうと、その時流行っていた農学系の学部に進みました。家庭教師の
アルバイト先で中学生に「どうしてものが腐るのか」と聞かれ、「死ぬと腐る、生きている間は腐ら
ない」と答えたものの、では「“生きている”とは何だろう」と疑問を持ちました。生きているもの
をどんどん細かく観察していけば、いつか生きていないものにたどり着けるのでは」と考えて、電子
顕微鏡の世界に入りました。学生時代は「最先端の科学を見る」ことが目標でしたが、最先端は日々
変化するので、いつまで経っても最先端に行かないことに気づき、現在もこの仕事を続けています。

村田和義先生からのメッセージ
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の影響を受けて外殻の形が異なるAタイプに
変化して小腸で感染することが示唆された。

図3

（取材・構成　サイエンスライター　小島あゆみ）

村田先生の
研究内容

村田先生の
出前授業

　高校生の時は文系でしたが、受験勉強での暗記ものの多さに挫折し、日々変化する科学の世界なら
そんなに暗記しなくてもよいだろうと、その時流行っていた農学系の学部に進みました。家庭教師の
アルバイト先で中学生に「どうしてものが腐るのか」と聞かれ、「死ぬと腐る、生きている間は腐ら
ない」と答えたものの、では「“生きている”とは何だろう」と疑問を持ちました。生きているもの
をどんどん細かく観察していけば、いつか生きていないものにたどり着けるのでは」と考えて、電子
顕微鏡の世界に入りました。学生時代は「最先端の科学を見る」ことが目標でしたが、最先端は日々
変化するので、いつまで経っても最先端に行かないことに気づき、現在もこの仕事を続けています。

村田和義先生からのメッセージ
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ウイルスのかたち
出前授業

● 岡崎市立葵中学校
● 生命創成探究センター/生理学研究所　村田 和義 特任教授

NEWS

　未来の科学者賞は、岡崎市教育委員会が主催する岡崎市小中学校理科作品展に出展された自由
研究課題の中から、着眼点の面白さや独創性に優れた作品を、3研究所に所属する研究者の視点
から選出しているものです。
今年度の岡崎市小中学校理科作品展は10月9日（土）に総合学習センターで開催されました。前
日に開催された選考会にて、小学生６名、中学生４名の計10名の受賞を決定し、賞の授与につい
ては各小中学校で行われました。
　受賞した作品は、いずれも着眼点が面白く独創的な上、真摯に自分のテーマと向き合った意欲
作で、まさしく「未来の科学者」の名に恥じることなく個々に将来性を感じる素晴らしい作品ば
かりでした。
　岡崎市を未来の科学の町に、という岡崎市教育委員会の思いを受け、未来の科学者は順調に育
っています。

岡崎の小中学生に「未来の科学者賞
」を授与

土の中のカブトムシ

岩津トンボリサーチ2021

ピアノの音がなる仕組みを調べよう

メーカーによる電池のちがい

メダカと巻き貝とヒマワリ

長もちするばんそうこう調べ

使用ずみコーヒー豆は再利用できるのか？part4

風の流れを見る

台湾カステラはなぜ凹むのか

氏　名 学校名 学年 タイトル

3年

4年

5年

6年

6年

6年

1年

1年

1年

1年

六名小学校

岩津小学校

羽根小学校

奥殿小学校

小豆坂小学校

下山小学校

南中学校

六ツ美中学校

北中学校

井川　晃士朗

犬塚　大介

下村　宙生

早川　紗奈

西本　紬

高橋　凜

中出　舟真

寺町　文

江島　帆南

瀧口　七穂

2021年度 未来の科学者賞受賞者

ナミアゲハの研究
～無いと歩けない　とまれない・命づな～

愛知教育大学附属
岡崎中学校
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